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　■ふるさと白浜応援寄付金

　■第４期白浜町介護保険事業計画の策定が始まりました

　■大韓民国果川市との友好交流に向けて

　■こんにちは町長です
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ふるさと白浜を、
応援してください

「ふるさと白浜応援寄付金」

　平成２０年度の税制改正で寄附金税制が拡充され、「ふるさと」を応援したいという
皆さんの思いを実現するため、地方公共団体に寄附をした場合、個人住民税や所得税が
一定限度まで控除されるようになりました。
　白浜町では、この税制改正により、皆さんからお寄せいただいたご寄附を「ふるさと
白浜応援寄附金」と名付け、白浜町が目指すまちづくりに活用して参りたいと考えてい
ます。
　白浜町を離れて頑張っている皆さん、白浜町に関心のある皆さん、ぜひ、「ふるさと
白浜応援寄附金」を通じて、白浜町が実施する取り組みを応援していただきますようお
願いいたします。

　清流日置川などの豊かな自然を生かした「ほんまもん
　体験観光」に力を入れています。観光資源の維持、新
　たな観光施設の整備を進めます。

（５）福祉施策に関する事業

　　白浜町に居住している乳幼児から高齢者まで、住み
　慣れた地域で生きがいを持って、安心して生活できる
　よう、地域で支え合う体制づくりと介護予防など福祉
　施策の事業に活用します。

（６）歴史・文化の保存と伝承に関する事業

　　郷土にゆかりのある偉人 ( 小
こ

山
やま

肆
し

成
せい

翁（※）等 ) の功
　績を後世に伝えるとともに、世界遺産「紀伊山地の霊
　場と参詣道」をはじめとする文化遺産の保全と整備を
　進めます。
※小山肆成…１８０７年、白浜町（旧日置川町久木）に生まれ、　

　わが国で初めて天然痘の予防ワクチンを開発し、多くの人命を

　救い、日本の医学史にその名を残した人物です。

～このような事業に寄附金を活用します～

（１）自然環境の保全に関する事業

　　白浜町は、風光明媚な海岸、清流の河川、緑深い山
　など豊かな自然に恵まれています。
　　この恵まれた自然を次世代に引き継いでいくため、
　多様な生物の生息空間の保全、自然環境の保全・整備
　を進めます。

（２）地域づくりの推進に関する事業

　　白浜町内の地域の活性化や振興を図るため住民の自
　主的なコミュニティを支援します。

（３）子どもたちの健全育成及び健康増進に関する事業

　　白浜町の将来を担う子どもたちが、心身ともに豊か
　でたくましく育つ環境づくりを進めます。

（４）観光産業の振興に関する事業

　　白浜温泉は、滞在型の観光地として、椿温泉は湯治
　湯として全国に知られています。また、日置川地域は、
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　まず、「寄附申出書」によりお申込みをお願いします。
　「寄附申出書」は、白浜町役場企画財政課、富田事務所、日置川事務所、
椿出張所、安居出張所、市鹿野出張所に設置しているほか、町ホームページ
からもダウンロードできます。
　また、ご希望の方には、「寄附申出書」を郵送または電子メールで送信い
たします。

　現在のところ、白浜町へ寄附金をお寄せいただく方法は、「口座振込」ま
たは「現金書留」の２種類のみです。寄附申し出の際に、どちらの方法を希
望するか選択していただきます。
■口座振込の場合
　寄附申出書を受領後、白浜町役場から振込口座番号を郵送によりご連絡し
ますので、その口座番号に振り込みをお願いします。
　※振込手数料につきましては、誠に恐れ入りますが、寄附をされる方がご負担ください

　　ますようお願いします。

■現金書留の場合
　寄附申出書受領後、白浜町役場企画財政課から確認の連絡をいたします。
確認の連絡があった後、白浜町役場企画財政課宛に郵送をお願いします。
　※郵送料につきましては、誠に恐れ入りますが、寄附をされる方がご負担くださいます

　　ようお願いします。　

 ①寄付の申し出

 ②寄付金の
　　払い込み方法 ⇒

⇒

◆ふるさと白浜応援寄付金の手続き

◆寄付金の受領を証明する書類

　寄附金が入金されたことを確認した後、白浜町役場企画財政課
から寄附金の受領書を郵送させていただきます。
　控除を受けるためには、最寄りの税務署で所得税の確定申告が
必要です。

◆ご注意ください

　「ふるさと白浜応援寄附金」の取り組みは、ふるさと白浜を応
援したいという皆さんの善意を形にしていただくための取り組み
であり、決して寄附を強要したり、見返りや恩恵により寄附をお
願いするものではありません。
　「ふるさと白浜応援寄附金」をかたった寄附の強要など、詐欺
行為には十分ご注意ください。

ふるさと白浜応援寄附金の内容等 税制制度

担当課 白浜町役場　企画財政課財政係 白浜町役場　税務課課税係

電　話 ０７３９－４３－５５５５（代表）

ＦＡＸ ０７３９－４３－５３５３　　　　

＝お問い合わせ＝

清流　日置川

白良浜  海開き

世界遺産  富田坂

老人クラブ　運動会

町立保育園にて
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国
際
観
光
都
市
を
目
指
し
、
現
在
、
白
浜
町
は
ハ
ワ
イ
の
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

と
２
０
０
０
年
に
姉
妹
浜
提
携
を
、
ホ
ノ
ル
ル
市
と
２
０
０
４
年
に
友
好
都
市

提
携
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
進
展
す
る
国
際
化
社
会
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

国
際
観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
和
歌
山
県
よ
り
大
韓
民
国
果
川
市
と
の
国
際
交
流
の
提
案
を
受
け
、

２
月
に
果
川
市
役
所
職
員
が
実
務
協
議
に
来
町
、
ま
た
５
月
に
は
白
浜
町
か
ら

職
員
が
果
川
市
を
訪
問
し
て
実
務
協
議
や
視
察
を
行
う
な
ど
、
交
流
に
向
け
て

の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
交
流

事
業
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

第
４
期
白
浜
町
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
が
始
ま
り
ま
し
た
!!

■
介
護
保
険
事
業
計
画
と
は
？

　

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
地
域
の

実
情
等
に
応
じ
た
介
護
給
付
等
対
象

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
介
護

が
必
要
な
方
の
数
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
ご
と
の
量
の
見
込
み
、
見
込

み
量
確
保
の
た
め
の
方
策
等
を
定
め

る
も
の
で
、
介
護
保
険
料
算
定
の
基

礎
に
も
な
る
な
ど
、
介
護
保
険
事
業

運
営
の
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

　

今
回
策
定
の
第
４
期
計
画
期
間
は

平
成
21
年
度
か
ら
の
３
年
間
と
な
り

ま
す
。

■
介
護
保
険
事
業
計
画
等

作
成
委
員
会

　

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る

た
め
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各

分
野
の
有
識
者
や
、
被
保
険
者
代
表

の
方
15
人
の
委
員
で
構
成
す
る
「
白

浜
町
介
護
保
険
事
業
計
画
等
作
成
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
委
員
の
方
々
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
計
画
を
策
定
し
て
い

き
ま
す
。

■
第
１
回
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

去
る
５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
、

第
１
回
白
浜
町
介
護
保
険
事
業
計
画

等
作
成
委
員
会
で
は
、
委
嘱
状
の
交

付
、
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
策
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
白
浜
町
の
介
護
保
険
の

状
況
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

市内の緑あふれる遊歩道

今
、「
韓
国
で
一
番
住
み
た
い
ま
ち
」

と
言
わ
れ
て
い
る
果
川
市
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

【
概　

要
】

　

首
都
ソ
ウ
ル
の
南
側
に
位
置
し
、

ソ
ウ
ル
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発

展
し
た
近
代
都
市
で
す
。
政
府
機
関

が
数
多
く
移
転
、
国
立
美
術
館
や
競

馬
場
、
遊
園
地
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

人
口
約
７
万
人
、
２
５
，
０
０
０

世
帯
、
面
積
は
約
35
平
方
㎞
と
、
旧

白
浜
町
よ
り
少
し
小
さ
い
く
ら
い
の

広
さ
で
す
。
８
割
が
緑
地
帯
で
、
市

の
施
策
と
し
て
も
「
緑
の
ま
ち
づ
く

り
」を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、教
育
、

文
化
、福
祉
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

大
韓
民
国
果ク

ヮ

川
チ
ョ
ン

市
と
の

　

友
好
交
流
（
国
際
交
流
）
に
向
け
て

【
交　

通
】

　

果
川
市
の
端
か
ら
端
ま
で
車
で
約

15
分
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
。

　

関
西
国
際
空
港
か
ら
仁イ
ン

川
チ
ョ
ン

国
際
空

港
ま
で
約
２
時
間
弱
、
仁
川
国
際
空

港
か
ら
果
川
市
ま
で
は
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
１
時
間
、
ソ
ウ
ル
か
ら
は
地
下

鉄
で
30
分
と
い
う
便
利
の
良
さ
で
す
。

【
教　

育
】

　

市
内
に
は
、
小
学
校
４
校
、
中
学

校
２
校
、
高
校
が
４
校
あ
り
、
語
学

教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
は
、
小
学
生
か
ら
高

校
生
ま
で
幅
広
く
人
気
が
あ
り
、
優

秀
な
成
績
を
修
め
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

ま
た
、
韓
国
内
で
唯
一
、
給
食
費

が
無
料
で
す
。

【
国
際
交
流
】

　

現
在
、
カ
ナ
ダ
・
中
国
の
都
市
と

提
携
を
結
び
、
青
少
年
の
語
学
研
修

や
公
務
員
の
相
互
派
遣
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

国
際
交
流
に
も
積
極
的
で
、
市
民

が
提
携
先
を
訪
問
し
て
交
流
す
る
場

合
、
交
流
費
用
を
市
が
助
成
す
る
制

度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

白
浜
町
と
も
、
青
少
年
の
語
学
研

修
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
民
間
団
体
の

交
流
、
伝
統
文
化
・
芸
能
の
交
流
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
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白
浜
温
泉
の
屋
根
と
も
云
わ
れ
る

平
草
原
の
一
角
に
、
宮み
や

城ぎ

道み
ち

雄お

先
生

の
詩
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

碑
の
こ
と
は
案
外
知
ら
な
い
人
が
多

い
。
こ
の
碑
は
今
か
ら
52
年
前
、
宮

城
道
雄
先
生
が
、
白
浜
温
泉
に
来
ら

れ
た
思
い
出
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

小し

竹の

林り
ん

二じ

さ
ん
が
建
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

宮
城
道
雄
先
生
は
明
治
27
年
に
神

戸
に
生
ま
れ
、８
歳
の
時
失
明
す
る
。

し
か
し
二
代
目
中な
か

島じ
ま

検け
ん

校ぎ
ょ
うに

入
門
し

て
箏そ
う

曲
家
の
道
を
歩
む
。
11
歳
で
免

許
皆
伝
と
な
り
、
14
歳
の
時
処
女
作

と
な
る
「
水
の
変
態
」
を
作
曲
す

る
。
そ
の
後
も
作
曲
や
演
奏
活
動
を

続
け
、
昭
和
初
期
に
は
新
日
本
音
楽

の
泰た
い

斗
と
な
り
、
昭
和
４
年
に
は
名

曲
「
春
の
海
」
を
作
曲
す
る
。
昭
和

５
年
に
は
現
在
の
東
京
芸
術
大
学
の

講
師
と
な
り
、
７
年
後
の
昭
和
12
年

に
は
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
の

後
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
で
「
春
の

海
」
の
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
、
世

界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
名
声

を
得
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
と
い

う
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
大
変

不
幸
な
閉
塞
さ
れ
た
時
代
を
生
き
延

び
、
再
び
満
天
の
光
を
浴
び
る
日
々

を
迎
え
る
。

　

昭
和
23
年
に
は
日
本
芸
術
院
会
員

と
な
り
昭
和
25
年
に
第
一
回
放
送
文

化
賞
を
受
賞
す
る
。

　

そ
し
て
昭
和
28
年
に
は
欧
州
で
行

わ
れ
た
国
際
民
族
音
楽
舞
踊
祭
に
日

本
代
表
と
し
て
参
加
し
、
万
雷
の
拍

手
を
浴
び
る
。
そ
の
数
年
後
、
運
命

の
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
31
年
６
月
25
日
午
前
３
時

頃
、
関
西
方
面
へ
演
奏
の
た
め
向
か

っ
て
い
る
夜
行
列
車
の
デ
ッ
キ
か
ら

転
落
し
死
亡
す
る
。
満
年
齢
で
62
歳

で
あ
っ
た
。
そ
の
衝
撃
的
な
死
は
宮

城
道
雄
先
生
を
師
と
し
て
仰
ぐ
方
々

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
日
本

国
民
に
回
復
す
る
こ
と
が
不
可
能
と

言
わ
れ
た
ほ
ど
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

た
。
先
生
が
生
涯
の
中
で
作
曲
し
た

作
品
の
数
は
４
０
０
曲
を
超
え
る

と
共
に
随
筆
家
と
し
て
も
名
が
知
ら

れ
、「
雨
の
念
仏
」
ほ
か
10
冊
以
上

に
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

目
が
見
え
な
い
中
で
の
生
活
は

大
変
厳
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
健
常
者
の
立
場

か
ら
は
、
光
を
得
ら
れ
る
生
活
は
水

や
空
気
の
よ
う
に
自
然
で
あ
り
、
あ

っ
て
当
た
り
前
で
あ
る
生
活
か
ら

は
、
制
限
さ
れ
た
先
生
の
生
き
ざ
ま

は
推
し
量
る
こ
と
さ
え
無
理
が
あ

り
、
で
き
な
い
。

そ
の
先
生
が
戦
後
、
白
浜
温
泉

に
来
ら
れ
た
。
小
竹
林
二
さ
ん
の
息

子
さ
ん
の
幸と
み

さ
ん
の
お
話
で
は
、
先

生
は
白
浜
の
名
勝
巡
り
を
楽
し
ま
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
三
段
壁
の

上
か
ら
覗
き
こ
ま
れ
、
波
の
音
を
聞

か
れ
た
後
「
と
て
も
深
い
海
の
波
の

音
が
す
る
。」
と
言
わ
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
先
生

の
身
体
が
受
け
止
め
、
発
す
る
言
葉

は
何
人
を
も
驚
嘆
さ
せ
、
驚
愕
さ
せ

て
し
ま
う
。
偉
人
で
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

先
生
が
白
浜
滞
在
中
に
つ
く
ら

れ
た
白
浜
に
ち
な
ん
だ
歌
が
あ
る
。

　

そ
の
名
は
白
浜
の
町
花
、
浜
木
綿

で
あ
る
。

　

浜
木
綿　
　

　
　
　

作
詩
・
作
曲　

宮
城
道
雄

　

温
泉
の
匂
い　

ほ
の
ぼ
の
と

　
　

も
と
お
り
き
た
る

　

鉛
山
の
こ
れ
の
小
径
い
く
め
ぐ
り

　

今　

平
草
原
に
わ
れ
は
佇
む

　

か
ぐ
わ
し
き
黒
潮
の
い
ぶ
き

　

妙
な
る
浜
木
綿
の
花
の
か
お
り

　

う
ず
い
し
て

　
　

一
握
の
砂
を
掌
に
掬
べ
ば

　

思
い
は 

か
の
千
畳
敷 

三
段
壁

　

は
て
は
水
や　

空
な
る

　

微
茫
の
彼
方
に
つ
ら
な
る

　

あ
あ

　
　

常
春
の
う
る
わ
し
き
楽
土
よ

　

時
に　

虚
空
に
あ
っ
て

　
　

聡
に　

鳶
の
笛
澄
む

　

あ
さ
も
よ
し
木
の
国
の

　
　

白
良
の
浜
や　

こ
れ

こ
ん
に
ち
は
！
町
長
で
す

白
浜
温
泉
で
、
毎
年
一
度
「
宮

城
会
」
の
方
々
が
集
う
日
が
あ
る
。

集
い
の
場
は
も
ち
ろ
ん
平
草
原
近
く

に
建
立
さ
れ
て
い
る
「
浜
木
綿
」
の

詩
碑
と
「
天
響
の
門
」
の
前
で
あ
る
。

そ
の
日
は
全
国
各
地
よ
り
門
人

が
参
集
し
て
天
空
の
先
生
に
届
け
と

ば
か
り
の
大
き
な
声
で
「
浜
木
綿
」

を
合
唱
す
る
。
そ
し
て「
天
響
の
門
」

を
く
ぐ
り
碑
の
前
で
一
輪
の
菊
の
花

を
献
花
す
る
、胸
騒
ぐ
一
瞬
で
あ
る
。

52
年
前
に
他
界
し
た
宮
城
道
雄
先
生

に
出
会
え
る
瞬
間
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

今
年
は
宮
城
道
雄
先
生
が
生
前
出

演
し
た
映
画
の
中
か
ら
、
在
り
し
日

の
宮
城
道
雄
先
生
の
映
像
を
鑑
賞
す

る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
映
像

か
ら
、
戦
前
・
戦
後
に
わ
た
っ
て
国

民
が
、
中
で
も
婦
人
の
方
々
が
熱
狂

し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
充
分
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

【宮城道雄詩碑】

【天響の門】
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来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
ご
負

担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
税
務
課　

課
税
係

後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
、

加
入
日
の
前
日
ま
で
社
会
保
険
や
共

済
組
合
（
被
用
者
保
険
）
な
ど
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
方
（
国
民
健
康
保

険
の
方
は
除
く
）
は
、
平
成
20
年
度

の
特
例
措
置
と
し
て
、
９
月
ま
で
は

保
険
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

で
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
を
納
付
さ
れ
て
お

ら
れ
る
方
は
、
役
場
民
生
課
保
険
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・中央保健センター　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

軽
自
動
車
の
申
告
手
続
に
つ
い
て

　

税
務
課
で
は
、
当
事
者
の
知
ら
な

い
間
に
本
人
に
な
り
す
ま
し
た
第
三

者
か
ら
の
税
務
証
明
の
不
正
な
請
求

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
証
明
書

交
付
申
請
時
に
本
人
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

同
様
に
、
軽
自
動
車
（
原
動
機
付

自
転
車
・
小
型
特
殊
自
転
車
）
の
登

録
、
廃
車
、
名
義
変
更
等
の
手
続
に

つ
き
ま
し
て
も
本
人
確
認
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
等
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
代
理
の
方
が
窓
口
に
来
ら

れ
る
場
合
は
、
委
任
状
、
代
理
の
方

の
印
鑑
や
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

等
が
必
要
で
す
。
委
任
状
は
、
白
浜

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

平
成
20
年
４
月
１
日
よ
り
後
期
高

齢
者
（
長
寿
）
医
療
制
度
に
移
行

さ
れ
た
方
の
社
会
保
険
等
（
国
民

健
康
保
険
は
除
く
）
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
へ

　

平
成
20
年
４
月
１
日
よ
り
75
歳
以

上
の
方
は
、
後
期
高
齢
者
（
長
寿
）

医
療
制
度
へ
移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
時
に
移
行
さ
れ
た
方
の
社
会
保

険
等
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
、

新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
ご
自
身
の

医
療
保
険
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
再
度
ご
確
認
の
う
え
、
ど
こ
に

も
加
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
役
場

民
生
課
保
険
係
で
加
入
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
届
け
出
に
必
要
な
も
の　

＊
社
会
保
険
等
の
脱
退
証
明
書

（
お
勤
め
先
の
事
業
所
で
発
行
）

＊
認
印

＊
世
帯
の
中
に
す
で
に
国
民
健
康
保

　

険
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
交
付

　

さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保

　

険
者
証

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課　

保
険
係

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
が

ス
タ
ー
ト

　

少
子
化
社
会
の
中
、
不
妊
に
悩
む

ご
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
和
ら
げ

る
た
め
に
、
１
回
の
治
療
費
が
高
額

な
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
に
よ

る
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
町
が
助
成

す
る
制
度
で
す
。

◆
対　

象

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，９７２人
　　　　　　（先月比　－２６人）

　　　　男　　１１，２０５人
　　　　　　（先月比　－１１人）

　　　　女　　１２，７６７人
　　　　　　（先月比　－１５人）

　世帯数　　１０，９９９世帯
　　　　　　（先月比　＋９世帯）

※平成２０年６月１日現在

有料広告募集中 有料広告募集中
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旧
南
紀
白
浜
空
港
跡
地
へ

町
営
臨
時
駐
車
場
を
開
設

　

白
良
浜
周
辺
の
駐
車
場
不
足
や
違

法
駐
車
対
策
な
ど
、
交
通
混
雑
緩
和

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
も
旧

空
港
跡
地
に
臨
時
駐
車
場
を
開
設
し

ま
す
。

◆
開
設
期
間

　

７
月
25
日
（
金
）
～８

月
17
日
（
日
）

◆
料　

金

　

普
通
車　

１
，
０
０
０
円

　

大
型
車　

５
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
観
光
課　

観
光
商
工
係

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
の
方
へ 

　
　
　

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
田
辺 

　

 

　

県
外
に
在
住
す
る
和
歌
山
県
出
身

の
大
学
等
の
新
規
卒
業
予
定
者
、
一

般
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
に
田
辺

地
域
を
中
心
と
し
た
紀
南
地
方
の
企

業
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。 

◆
日　

時

　

８
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時 

◆
場　

所

　

ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ハ
ナ
ヨ 

◆
対
象
者　

 

　

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者（
学
生
・
一
般
） 

で
、
申
請
日
に
お
い
て
白
浜
町
に
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ
て

い
る
こ
と

②
和
歌
山
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
実
施
要
綱
に
よ
る
助
成
金
の
交

付
決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

◆
助
成
内
容

　

県
要
綱
に
定
め
る
１
回
の
治
療
に

要
す
る
費
用
か
ら
県
要
綱
の
規
定
に

よ
る
助
成
額
を
控
除
し
た
額
（
３
万

円
を
限
度
）
と
し
、１
年
度
で
２
回
、

通
算
５
年
ま
で
助
成
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

※
原
則
と
し
て
治
療
を
受
け
た
年
度

内
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

※
平
成
20
年
４
月
以
後
の
治
療
分
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

●
第
三
子
以
降
に
係
る
妊
婦
健
康

診
査
費
助
成
額
の
変
更
に
つ
い
て

　

ま
た
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
第
三

子
以
降
に
係
る
妊
婦
健
康
診
査
費
助

成
事
業
の
助
成
限
度
額
が
７
万
６
千

円
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）

◆
参
加
予
定
企
業

　

約
50
社 

◆
内　

容　

 

　

個
別
面
談
に
よ
る
企
業
内
容
の
説

明
／
田
辺
公
共
職
業
安
定
所
に
よ
る

就
職
相
談
／
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

和
歌
山
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
コ
ー
ナ
ー 

■
お
問
い
合
わ
せ

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
田
辺
実
行
委
員
会

　
（
田
辺
商
工
会
議
所

℡
２
２
ー
５
０
６
４
）

　
（
白
浜
町
商
工
会

℡
４
２
ー
４
６
８
６
）

浄
化
槽
維
持
管
理
の
講
習
会
開
催

に
つ
い
て

す
で
に
浄
化
槽
を
設
置
し
た
方

や
、
こ
れ
か
ら
浄
化
槽
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
方
を
対
象
に
し
た
講
習
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
適
正
に
使
用
す
る
た

め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日　

時　
　

　

７
月
18
日
（
金
）　

午
後
１
時
～

◆
場　

所　

　

白
浜
町
農
業
研
修
会
館
（
栄
）

◆
主　

催

　

和
歌
山
県
生
活
排
水
課

　
　
（
協
力　

白
浜
町
生
活
環
境
課
）

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、
法
律

で
次
の
３
点
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

①
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
県
知
事

の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者
で

行
っ
て
下
さ
い
。
保
守
点
検
と
は
、

浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
維
持
し
、

異
常
や
故
障
な
ど
を
早
期
に
発
見

し
、予
防
措
置
を
講
じ
る
点
検
で
す
。

②
清
掃

　

浄
化
槽
の
清
掃
は
毎
年
１
回
以

上
、
町
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清

掃
業
者
で
行
っ
て
下
さ
い
。
浄
化
槽

の
清
掃
と
は
、
浄
化
槽
内
に
生
じ
た

汚
泥
等
の
汲
み
取
り
や
各
装
置
、
付

属
機
器
類
の
洗
浄
及
び
掃
除
等
を
行

い
ま
す
。

③
水
質
に
関
す
る
検
査

　

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、
県
知
事

が
指
定
し
た
社
団
法
人
和
歌
山
県
水

質
保
全
セ
ン
タ
ー
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。
法
定
検
査
は
、
保
守
点
検
や
清

掃
が
適
正
に
実
施
さ
れ
、
浄
化
槽
の

機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
行
う
水

質
検
査
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
浄
化
槽
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
白

浜
町
の
美
し
い
水
環
境
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

お知らせ INFORMATION

上下水道課から公共下水道に関するお願い　■上下水道課（℡４５－２０００）

　白浜町の公共下水道事業は昭和６１年度から始まり、平成６年１１月から一部供用が開始（公共下水道と
して利用できる状態）されました。その後、公共下水道への接続戸数は毎年増加を続け、本年３月
末現在で９５１戸となり、接続率は５６％を超える状況となりました。
　この事業は ｢きれいな白浜を守る｣ ためにスタートしたものです。
　一人ひとりの環境への思いとご理解・ご協力があってこそ ｢きれいな白浜を守る｣ ことができます。
　ただ今担当課の職員が、供用開始されている地域で未接続者全員の参加をいただくため、一軒一
軒お伺いさせていただいています。職員がお伺いした際には充分説明をお聞きいただき、疑問点や
不明な点などお気軽にお尋ねくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。
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放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
、
な
ど
様
々
な
目
的
で
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
学

び
た
い
だ
け
学
べ
る
大
学
で
す
。

　

心
理
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、
文

学
、
自
然
な
ど
様
々
な
分
野
を
、
幅

広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、
平
成
20
年
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
出
願
期
間　

　

８
月
31
日
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
７
３
ー
４
３
１
ー
０
３
６
０
）

　
（
Ｈ
Ｐ http://w

w
w

.u-air.ac.jp

）

　
平
成
20
年
７
月
１
日

　

最
低
賃
金
法
が
変
わ
り
ま
す

　

最
低
賃
金
の
法
定
基
準
や
罰
金
の

上
限
額
、
派
遣
労
働
者
へ
の
適
用
関

係
な
ど
に
つ
い
て
大
き
な
改
正
が
行

わ
れ
ま
す
。

◆
改
正
の
概
要

・
地
域
別
最
低
賃
金
を
下
回
る
賃
金

お知らせ INFORMATION

を
支
払
っ
た
場
合
の
罰
金
の
上
限
額

が
２
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

・
す
べ
て
の
労
働
者
に
最
低
賃
金
を

適
用
す
る
た
め
、
障
害
に
よ
り
著
し

く
労
働
能
力
の
低
い
者
、
試
の
使
用

期
間
中
の
者
、
認
定
職
業
訓
練
を
受

け
て
い
る
者
等
に
関
す
る
適
用
除
外

許
可
規
定
が
廃
止
さ
れ
、
最
低
賃
金

の
減
額
特
例
許
可
規
定
が
新
設
さ
れ

ま
す
。

・
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣

先
の
地
域
（
産
業
）
に
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
和
歌
山
労
働
局

賃
金
室
（
℡
０
７
３
ー
４
２
２
ー

２
１
７
４
）
ま
た
は
最
寄
の
労
働
基

準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

海
上
保
安
庁
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
海
上
保
安
庁
（
海
上

保
安
学
校
、
海
上
保
安
大
学
校
学
生

採
用
試
験
）
の
日
程
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
海
上
保
安
学
校
】

◆
試
験
受
付
期
間

　

７
月
22
日
（
火
）
～８

月
５
日
（
火
）

◆
試
験
種
別

　

船
舶
運
行
シ
ス
テ
ム
課
程
・
情
報

シ
ス
テ
ム
課
程
・
海
洋
科
学
課
程
・

航
空
課
程

◆
第
一
次
試
験

　

９
月
28
日
（
日
）

　

※
発
表
は
10
月
15
日
（
水
）

◆
第
二
次
試
験

　

10
月
20
日
～
10
月
26
日

　

※
第
一
次
試
験
合
格
通
知
書
で　

　
　

指
定
す
る
日

【
海
上
保
安
大
学
校
】

◆
試
験
受
付
期
間

　

８
月
28
日
（
木
）
～９

月
９
日
（
火
）

◆
第
一
次
試
験

　

11
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

　

※
発
表
は
12
月
12
日
（
金
）

◆
第
二
次
試
験

　

12
月
19
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

田
辺
海
上
保
安
部
管
理
課

　
（
℡
２
２
ー
２
０
０
２
）

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に
関

す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受

け
付
け
ま
す
。

◇
７
月
10
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

◇
７
月
14
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◇
７
月
28
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
白
浜
町
立
児
童
館

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

「
育
て
よ
う一

人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
」

～
思
い
や
り
の
心
・

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
～

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や
い

ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を
無
料

で
お
受
け
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
７
月
14
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
７
月
16
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
み
ま
い
荘　

※
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

※
両
日
と
も
、
法
務
局
の
職
員
も
参

加
予
定
で
す
。

日置川鮎まつり・第３回日置川鮎釣り大会
７月２０日（日）【向平キャンプ場】
※荒天・増水の場合、８月３日（日）に延期　

鮎釣り大会　午前６時３０分～７時（受付）
　　　　　　競技参加費１，５００円（おとり料込み）
　　　　　　※入漁券は、競技者負担（入漁券の当日販売あり）
鮎釣り大会のほかにも午前９時から川遊びができます。
　カヌー教室／親子魚釣り大会／鮎のつかみ取り（有料）など
■お問い合わせ　日置川観光協会（℡５２－２３０２）／白浜町役場日置川事
　務所（℡５２－２３００）／日置川民宿組合（代表℡５３－０２０４）
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◆募集期間：７月１日（火）～７月８日（火）　　◆抽選日：７月１５日（火）午前９時３０分から
◆応募資格
①同居親族（同居予定者及び婚約者等を含む）がいること。
②申込者本人、同居親族及び同居者の所得を加算して、（給与所得者の場合は所得控除後の金額）が政令月収
　200,000 円以下であること。※政令月収 200,000 円を越え、268,000 円以下でも入居申込みをできる場合
　があります。
③現に住宅に困窮していること。
④税金等を滞納していないこと。
⑤入居者又は同居予定者に暴力団員がいないこと。
⑥外国人については、外国人登録を行っていること。
⑦その他
■お問い合わせ：役場 建設課 都市計画係　  （℡４３－６５８６）
　　　　　　　　日置川事務所 産業建設係   （℡５２－２３０２）

お知らせ INFORMATION

●公営住宅入居募集●

中国・四川大地震による被災者救援と
被災地復興のための募金箱の設置について

平成２０年５月１２日に発生した中国・四川省を震源とする大地震の被災者救援と
被災地復興のため、「パンダ募金」として募金箱を下記の場所に設置しています。
町民の皆さまのご協力をお願いします。

◆設置場所　白浜町役場・富田事務所・日置川事務所　
　　　　　　※いずれも入口の住民受付窓口に設置
◆募金箱設置期間　８月２９日（金）まで（土・日曜日、祝日を除く）の
　　　　　　　　　午前８時３０分～午後５時３０分
◆義援金の用途
　中国の総領事館を通じて、被災者の救援と被災地の復興に充てられます。
■お問い合わせ
　役場総務課（℡４３－５５５５：内線３１１）

団地名 建設年度 住　所 募集戸数 構　造
間取り・面　積

阪田新団地 平成 14 年度 白浜町 34 番地の 1 １戸 低層耐火 2 階建
２ＤＫ・62.4㎡

西越 43 団地 昭和 43 年度 白浜町堅田 2487 番地の 9 １戸 簡易耐火 2 階建
２ＤＫ・39. 5㎡

西越 49 団地 昭和 49 年度 白浜町堅田 2487 番地の 11 １戸 簡易耐火 2 階建
２ＤＫ・47. 5㎡

中田団地
　　※浴槽なし

昭和 45 年度 白浜町日置 2040 番地の 2 １戸 簡易耐火 2 階建
２ＤＫ・39.5㎡

安宅第１団地 平成 11 年度 白浜町安宅 150 番地 ２戸 中層耐火 3 階建
３ＤＫ・69.9㎡

安宅第１団地 平成 11 年度 白浜町安宅 150 番地 １戸 中層耐火 3 階建
３ＤＫ・72.1㎡

安宅団地 昭和 55 年度 白浜町安宅 409 番地の 7 １戸 簡易耐火 2 階建
３ＤＫ・80.1㎡

安宅団地 昭和 56 年度 白浜町安宅 472 番地の 8 １戸 簡易耐火平屋建
３ＤＫ・80.1㎡

玉伝団地 平成 5 年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造 2 階建
３ＤＫ・74.9㎡
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まちの
�わだい

湯崎浜広場に花を
　５月１８日に、湯崎地区の町内会と白浜愛創会が共同で、湯崎
浜広場沿いの街路灯の足元にある花壇に、ガザニアの苗を植えま
した。
　このたび、街路灯を湯崎地区の
町内会が新しく設置しなおしたの
を機に、花壇も新たにきれいにし
ようと、町から苗をもらい受けて
植えました。
　観光客の方々にも喜んでいただ
けれるように、美しい景観づくり
をしていきたいとのことです。

交通安全教室　町内各地で開催
　毎年、４月から６月にかけて町内の各小学校・保育園で安全歩
行や自転車の正しい乗り方等についての交通安全教室が開催され
ています。
　５月２２日は日置小学校で教室が開催され、子どもたちは白浜
警察署員や交通指導員から、楽しくわかりやすい内容で交通マナ
ー等について指導を受けました。

５月３０日（ごみゼロの日）

１日清掃センター所長を

　　　井上敬一さんに委嘱

　５月３０日「ごみゼロの日」に、井
いの

上
うえ

敬
けい

一
いち

さんが１日
清掃センター所長を白浜町から委嘱され、町内のスーパ
ーで啓発チラシを配るなど、ごみの減量やリサイクルに
ついて町民に呼びかけました。
　この日は、朝から清掃センターで委嘱式や出陣式が行
われ、午前中いっぱい、ごみ説法者の皆さんも町内各地
のスーパーで同じく啓発活動を行いました。

献湯祭　温泉の恵みに感謝
　６月１日に、白浜温泉の豊かな恵みに感謝する行事、
献湯祭が行われました。有馬の皇子記念式典が記念碑前
で行われた後、陣場羽織の衣装に身を包んだ一行が、９
つの湯元の一番湯を湯崎の山神社まで運び、奉納しまし
た。
　梅雨の合間の晴れ間となり、また日曜日ということも
あって、観光客も多く、浜通りをそぞろ歩く陣羽織行列
をめずらしそうに眺めていました。
　最後には、山神社で皇子太鼓の演奏や餅投げが行われ、
多くの人でにぎわいました。
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ウミガメが日置の海岸に上陸しました
　白浜町内の臨海や日置の海岸には、昔からウミガメが産卵に訪れ
ます。
　６月６日、日置の海岸の３カ所で
ウミガメの足跡が確認されました。
６月８日にも同じく日置の海岸で足
跡が確認されました。
　もしウミガメを見かけたら、やさ
しい心づかいでウミガメの保護にご
協力ください。

【消防庁舎建設予定地】

ピックアッ
プ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●浜通りに防犯カメラを設置

　夏の観光シーズンを迎えるにあたり、浜通りに防犯カ

メラを２台設置します。

　７月に入ってから設置予定で、住民にとっても、観光

客にとっても「安心・安全なまちづくり」に努めます。

●新白浜町消防庁舎建設について

　平成２０年３月から着手した造成工事は６０％の進捗

率で、７月末完成の予定です。

　また、６月には新消防庁舎の建設設計を発注しました。

平成２１年度末の完成予定です。

【浜通りの様子※カメラから写したものではありません】

●阪田公園管理道路舗装工事

　路面の老朽化により路面に水がたまる等、車両の

通行に支障がありましたが、近畿大学からも一部費

用負担いただき、舗装工事を行うことになりました。

【白浜会館と町民プールの間の道路を舗装します】

新しい「綱の湯」が完成
　平成１７年に休館し、地元住民の方々が再開を待ち望んでいた「綱
の湯」が完成し、６月４日、竣工式が行われました。
　旧「綱の湯」同様、１階部分は綱

つな

不
しら

知
ず

会運営の温泉公衆浴場「綱
の湯」、２階部分は住民集会所となっています。
　綱不知会の正

まさ

木
き

司
し

良
ろう

会長は、「地域住民は、今日のこの日を待ち
望んでいました。」と挨拶し、地域の住民の喜びの気持ちを代弁し
ました。
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保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）　

　
　

夏
ば
て
に
つ
い
て

　

今
年
の
夏
も
暑
く
な
り
そ
う
で
す
ね
。

　

暑
い
日
が
続
く
と
、
そ
れ
に
伴
い
体
の
調
子
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
人
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

夏
の
疲
れ
を
取
り
去
り
、
気
持
ち
よ
い
秋
を
迎
え
る
た
め
に
も
一
足
早
く

「
夏
ば
て
」の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

「
夏
ば
て
」
と
い
う
病
気
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
暑
さ
が
原
因
で
体

の
不
調
を
き
た
し
、
食
欲
の
減
退

や
身
体
の
だ
る
さ
、
何
も
す
る
気

が
お
こ
ら
な
い
な
ど
症
状
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

「
夏
ば
て
」
の
主
な
原
因
と
し

て
は
、

①
汗
の
か
き
過
ぎ
に
よ
る
、
ミ
ネ

ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
の
消
耗

②
ク
ー
ラ
ー
の
あ
た
り
過
ぎ
に
よ

る
体
温
調
節
不
良

③
食
欲
減
退
に
よ
る
栄
養
不
足

④
暑
さ
に
よ
る
睡
眠
不
足

　

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
特
に
８
月

後
半
か
ら
秋
口
に
か
け
て
は
「
夏

ば
て
」
に
十
分
に
気
を
つ
け
て
、

こ
の
夏
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

●こまめに水分補給を

　夏場は、少しずつ水分補給することが

大切です。

　冷たい飲み物ばかりを一気にとると、吸収されずに胃ばかりが

膨張して胃酸も薄まり、食欲をさらに減退させてしまいます。あ

まり冷やさず、体温に近い温度のもののほうが吸収しやすいので、

水分補給用として生ぬるい水分を「こまめ」に摂取しましょう。

●栄養のバランスなど食事に気をつける

　冷たい飲み物をとりすぎないようにし、あまり食欲がなくても

きちんと食べることです。

　不足しがちなビタミンを補給するべく夏野菜や果物をしっかり

食べることが夏ばて防止の 1 つの方法です。消化機能を整える

オクラ、利尿作用を持つきゅうりやスイカ、免疫力を高めるビタ

ミン A の豊富なピーマンやかぼちゃ、胃酸の分泌を促進するト

マトなどは夏ばて防止の力を兼ね備えています。

●睡眠の確保

　疲労を蓄積させないためにも、何といっても良質な睡眠をとる

ように工夫することです。

　クーラーをつけっぱなしで眠らない、起床時間を一定にするな

ど睡眠の基本を守りましょう。

 夏ばて対策で夏を乗り切ろう！
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

７月１５日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ３歳６か月児健診
 ( 白浜地域 )　平成 16 年 12 月生

７月１７日（木） 13：00 ～ 13：10  日置川拠点公民館

 １歳６か月児・３歳６か月児健診
 ( 日置川地域 ) 
 平成 16 年 12 月生／平成 17 年 1・2 月生
 平成 18 年 10・11・12 月生

７月２９日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 3 月生

７月３０日（水） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 18 年 11・12 月生

７月３１日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 19 年 8 月生

予防接種 ７月１６日（水） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

結核・胸部検診
７月　１日（火）
７月　２日（水）
７月　３日（木）

 胸部レントゲン検診車が、日置川地域の各地区を巡回します。
 対象は１９歳以上の方です。この機会にぜひ受診しましょう。
 日程等については、折り込みチラシと、６５歳以上の方には個人通知していますので
 ご参照ください。

栄養相談 ７月　７日（月）  9：00 ～ 12：00
 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日  13：00 ～ 16：00
21 日は、22 日に変更

美之浦保健センター
  血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00 美之浦保健センター

ワンワン運動
毎月第１日曜日
（7/6・8/3）

 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォークーデー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地
区に設定されています。（詳しくは、保健センターへ）

７
月
の
保
健
セ
ン
タ
ー
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　 〒 6 4 9-2 2 1 1 　白 浜 町 1 6 0 0 番 地
　 白 浜 町 福 祉 セ ン タ ー 内
　 T E L 　 0 7 3 9 - 4 3 - 5 5 6 6 　 F A X 　 0 7 39 - 4 3-5 5 6 7
　 E ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ 　 s h i ra c s w @ v m. a i k i s .o r . j p

日 置 川 支 部
　 〒 6 49 - 2 5 1 1 　 白 浜 町 日 置 1 9 7-1
　 高 齢 者 生 活 福 祉 セ ン タ ー 「 夢 の 里 」 内
　 T E L 　 0 7 3 9 - 5 2 - 2 1 1 1 　 F A X 　 0 7 39 - 5 2-2 6 6 6
　 E ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ 　 h i k ic s w @ v m . a ik is . o r. jp
　

社 会 福 祉 法 人
白 浜 町 社 会 福 祉 協 議 会

しらはましらはま
ふくしふくし

社協だより

平成１９年度事業実施報告・一般会計決算および特別会計決算

①　地域福祉活動計画に基づいた地域福祉活動の推進

②　小地域助け合い（ネットワーク）活動の推進

③　ボランティアセンター活動事業の充実　　　　　

④　在宅介護者への支援

⑤　障がい者福祉の推進　　　　　　　　　　　　　⑥　福祉教育の推進

⑦　保健・医療・福祉のネットワークづくりの充実　⑧　福祉総合相談の充実

⑨　関係団体（機関）並びに地域住民の参画・協働の推進

⑩　災害時などの要援護者救援体制の整備

⑪　在宅介護事業（地域支援、介護予防・介護保険、障がい福祉サービス等）の充実

⑫　高齢者生活福祉センター（生活支援ハウス）及び居住部門機能の充実

⑬　各種支援事業の充実

○ 平成１９年度は、次のような事業を実施しました。

その他の支出,

9,564,350

積立預金積立支

出, 191,538

固定資産取得支出

及び繰入支出,

818,410

事務費支出,

5,432,246

人件費支出,

236,640,768

事業費支出,

58,276,324

貸付金支出,

240,000負担金支出,

263,300
助成金支出,

4,312,626

当期末支払資金残

高, 119,409,910

流動資産評価減等

による資金減少額

等, 2,080,137

予備費, 0

経理区分間繰入金

支出, 12,632,660

○ 平成１９年度の一般会計・特別会計の決算額は次の円グラフのような状況でした。

【支出の部】【収入の部】

介護保険収入 ,

199,825,345
負担金収入 ,

5,641,312

共同募金配分金収

入 , 6,123,040

寄附金収入 ,

4,028,255

会費収入 ,

8,189,700
経常経費補助金収

入 , 61,413,628

その他の収入 ,

11,467,150

経理区分間繰入金

収入 , 12,632,660

助成金収入 ,

104,250

事業収入 ,

7,320,370

受託金収入 ,

22,558,802

前期末支払資金残

高 , 105,806,367

受取利息配当金収

入 , 493,535

自立支援費等収

入 , 2,816,657

雑収入 , 1,281,198

貸付事業等収入 ,

160,000

（単位：円）
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「第 1回田辺・西牟婁ユニバーサルキャンプ」
　参加者・ボランティア募集！

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

　

湯　

崎　
　

浅
井　

保	　
　

様

　

羽　

衣　
　

(

有)

福
亀
堂　
様

　

日　

置　
　

玉
置　

勢
津
子
様

　

日　

置　
　

森
川　

茂
生　

様

　

安　

宅　
　

北　
　

隆
雄　

様

　

安　

宅　
　

高
畑　

弘
紀　

様　

　

寺　

山　
　

生
本　

英
己　

様

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 寄

付
者
ご
芳
名

 司法書士

一　　般

一　　般

一　　般

福祉センター
福祉センター
福祉センター

福祉センター
福祉センター

町立児童館

福�祉�相�談�所�設�置�日�程
【時間】 13 時 30 分から 16 時まで

なお、 1 人約 15 分程度の相談となります。

※混雑する場合がございますので、 事前にご予
約下さい。 お申込は、 各支部事務所まで。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４３－５５６６
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

白浜支部

弁 護 士

弁 護 士

人　　権

み　ま　い　荘

み　ま　い　荘

み　ま　い　荘

高齢者生活福祉センター

川添山村活性化支援センター

川添山村活性化支援センター

日程 内　容 会　場

7/4
7/9
7/16

7/23
8/1
8/6

日置川支部

一　　般

弁 護 士

弁 護 士

人　　権

人　　権

日程 内　容 会　場

7/7

8/11

7/14
7/22

7/28
8/4

開催趣旨：日ごろ外出機会が少なく、他者との交流やグ
ループ活動への参加機会も少ない在宅の高齢者・障がい
者の方々を対象に、日常生活では体験することが難しい
野外活動等を通じて、生き生きと過ごしていただくこと
を目的とする。
日　時：平成20年 9月 6日（土）～7日（日）
場　所：すさみ町地域福祉センター
主　催：田辺・西牟婁ユニバーサルキャンプ実行委員会（田
辺市社会福祉協議会・上富田町社会福祉協議会・すさみ
町社会福祉協議会・白浜町社会福祉協議会）

（募集内容）
参加者：在宅の高齢者・障がい者
ボランティア：ボランティア活動でユニバーサルキャン
プに参加したいと思われる方
参加費：（参加者・ボランティアとも）
　　　1泊 2日　１人当たり　3,000 円
申込締切日：平成20年 7月 31日（木）

（申し込み・問合せ先）
白浜支部　　
電話43-5566　担当：奥田
日置川支部　
電話52-2111　担当　羽根

夏休みにボランティア体験学習「ボランティアト
レーニングスクール」を開催します。
対象者は、白浜町在住の中学生・高校生が対象です。

詳細等は、各支部までお問合せください。
お申し込みをお待ちしております。 昨年度のしらとり保育園での活動風景

　白浜町社会福祉協議会では、不要になった入れ歯をリサイクルする運動に参
加・協力していくことになりました。
　入れ歯収集リサイクル活動とは、不要になった入れ歯に使われている金属を
回収リサイクルしてその益金を（財）日本ユニセフ協会に寄付することにより、
世界中の恵まれない子ども達を支援していきます。
　金属のついた入れ歯がリサイクルできます。
　不要になった入れ歯は、熱湯か入れ歯洗浄剤（除菌タイプ）
で消毒し、ビニール袋に入れて、回収ボックスに投入してくだ
さい。回収ボックスは、白浜町社会福祉協議会白浜支部・日置
川支部に設置しています。
　使われなくなった入れ歯が、世界の恵まれない子どもたちを
救います。ご協力をお願いいたします。

入れ歯収集リサイクル活動
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

　

中
央
公
民
館
で
は｢

ゆ
か
た
着
付

け
教
室｣

を
開
催
し
ま
す
。

　

自
分
で
着
付
け
が
で
き
れ
ば
、
ゆ

か
た
の
魅
力
、
楽
し
さ
は
倍
増
す
る

で
し
ょ
う
。

　

今
年
の
花
火
大
会
や
夏
祭
り
は
涼

し
げ
な
ゆ
か
た
で
バ
ッ
チ
リ
決
め
て

み
て
は
？
お
友
達
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
催
日
時
な
ど
、
募
集
要
項
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

☆
開
催
日

　

７
月
17
日(

木)

と

　
　
　

７
月
18
日(

金)

の
二
日
間

　

午
後
７
時
～
９
時
頃
ま
で

☆
開
催
場
所

　

中
央
公
民
館
１
階
和
室

☆
募
集
人
員　

先
着
10
人

※
15
歳
～
35
歳
位
ま
で
の
白
浜
町
に

在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
女
性

☆
受
講
料　

無
料

☆
講　

師

　

装
道
礼
法
き
も
の
学
院

　
　
　
　
　
　

中な
か

嶋し
ま 

夏か

代よ

先
生

☆
準
備
物

　

ゆ
か
た･

半
巾
帯･

ひ
も
３
本
等

※
詳
細
は
締
切
後
に
葉
書
で
連
絡

☆
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
直
接
来
館
に
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
時
に
住
所･

氏
名･

年
齢･

電
話
番
号
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
先

　

白
浜
町
中
央
公
民
館

(

℡
４
２
ー
２
２
６
９)

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　

※
日
曜
日
は
お
休
み
で
す
。

【昨年度の様子】

【昨年度の様子】

今
年
の
夏
は
、
ゆ
か
た
で
決
ま
り
!!

「
ゆ
か
た
着
付
け
教
室
」
生
徒
募
集
中

事
業
計
画
お
よ
び
役
員
決
定

　

中
央
公
民
館
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議

会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
お
よ

び
役
員
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

★
主
な
事
業
計
画

・
サ
ー
ク
ル
交
流
会
の
開
催

・
文
化
と
福
祉
の
集
い
で
の
発
表

・
公
民
館
施
設
の
清
掃

・
紀
南
文
化
祭
へ
の
参
加
等

★
役
員
（
敬
称
略
）

　

会　

長　

樫か
し

山や
ま

恵え

美み

子こ

（
文
学
）

　

副
会
長　

谷た
に

千ち

歳と
せ

（
日
本
画
）

　
　
　
　
　

中な
か

嶋し
ま

夏か

代よ
（
白
浜
茶
道
）

　

会　

計　

山や
ま

本も
と

恭
き
ょ
う

子こ
（
富
田
華
道
）

老
人
大
学
５
月
例
会

　

白
浜
老
人
大
学
５
月
例
会
で
は
、

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
紀
南
支
所
の

山や
ま

本も
と

博ひ
ろ

之ゆ
き

支
所
長
と
黒く
ろ

田だ

尚た
か

男お

相
談

員
を
迎
え
て
、
悪
質
商
法
に
あ
わ
な

い
た
め
の
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

悪
質
業
者
は
、
う
ま
い
話
や
不
安

に
さ
せ
る
話
で
高
齢
者
の
心
理
を
巧

み
に
つ
い
て
き
ま
す
。

　

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
悪
質

業
者
の
手
口
を
理
解
す
る
事
の
必
要

性
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
の
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
制
度
の
活
用
等
を
学
び
ま

し
た
。

　

悪
質
商
法
は
年
々
巧
妙
に
な
っ
て

き
て
い
る
た
め
、
高
齢
者
の
気
を
引

き
し
め
る
と
い
う
点
か
ら
非
常
に
有

意
義
な
講
演
で
し
た
。

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
の｢

押
し
絵｣

サ
ー
ク
ル
で
は
６
月
２
日
か
ら
９
日

ま
で
の
間
、
中
央
公
民
館
の
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
作
品
展
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

押
し
絵
は
、
花
鳥
や
人
物
な
ど
の

形
を
厚
紙
で
つ
く
り
、
こ
れ
を
美
し

い
布
で
く
る
み
、
中
に
綿
を
つ
め
て

高
低
を
つ
け
、
板
な
ど
に
貼
り
つ
け

て
作
成
し
ま
す
。

　

今
回
展
示
さ
れ
た
作
品
は
全
部
で

11
点
、
趣
の
あ
る
草
花
や
、
日
本
人

形
が
そ
の
ま
ま
額
縁
に
入
り
込
ん
だ

よ
う
な
愛
ら
し
く
も
美
し
い
作
品
ば

か
り
で
、
サ
ー
ク
ル
生
が
手
間
を
か

け
て
丁
寧
に
仕
上
げ
た
苦
労
が
偲
ば

れ
、
公
民
館
を
訪
れ
た
人
々
の
目
を

引
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

｢
押
し
絵｣

サ
ー
ク
ル
は
毎
月
第

２
、４
月
曜
日
、
午
後
１
時
よ
り
公

民
館
１
階
和
室
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

押
し
絵
の
ほ
か
に
は
木
目
込
、
和

紙
人
形
も
教
え
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
押
し
絵
」
サ
ー
ク
ル　
～
ロ
ビ
ー
展
、
開
催
し
ま
し
た
～
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

学
童
保
育
「
ガ
ン
バ
ク
ラ
ブ
」

さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
植
え
た
よ

　

５
月
28
日
に
、
日
置
川
拠
点
公
民

館
で
行
っ
て
い
る
学
童
保
育
、「
ガ

ン
バ
ク
ラ
ブ
」
の
子
ど
も
た
ち
が
さ

つ
ま
い
も
の
苗
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
、
は
じ

め
て
の
苗
植
え
で
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た

が
、
次
第
に
な
れ
た

手
つ
き
で
苗
を
植
え

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
暑
か
っ
た
せ
い
か
、
う
ま

く
育
た
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今

年
こ
そ
は
と
、
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て

い
ま
し
た
。

　

白
浜
町
教
育
委
員
会
で
は
、
白
浜

町
営
日
置
プ
ー
ル
の
監
視
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
内
容

・
募
集
人
員

　

２
人

・
業
務
の
概
要

　

遊
泳
者
の
監
視
、
プ
ー
ル
内
外
の

清
掃
等

・
対　

象

　

白
浜
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

で
、
水
泳
に
自
信
の
あ
る
方

・
期　

間

　

７
月
19
日（
土
）～
８
月
31
日（
日
）

・
勤
務
時
間

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時
ま
で

・
賃
金
（
日
額
）

　

４
，
５
０
０
円

・
通
勤
費
（
日
額
）

　

１
０
０
円
（
自
宅
か
ら
日
置
プ
ー

ル
ま
で
２
㎞
以
上
あ
る
場
合
）

◆
申
し
込
み
に
つ
い
て

・
申
込
書
（
日
置
川
教
育
事
務
所
に

あ
り
ま
す
）
を
日
置
川
教
育
事
務
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
募
集
締
め
切
り
は
、７
月
11
日（
金
）

で
す
。

・
後
日
、
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

・
採
用
者
に
は
普
通
救
命
講
習
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
詳
し
く
は
、
日
置
川
教
育
事
務
所

（
℡
５
２
ー
２
６
６
０
）
ま
で
。　

白
浜
町
営
日
置
プ
ー
ル
の

一
般
開
放
に
つ
い
て

　

白
浜
町
営
日
置
プ
ー
ル
は
７
月
19

日
（
土
）
～
８
月
31
日
（
日
）
ま
で

一
般
開
放
し
ま
す
。

　

開
放
時
間
は
午
後
１
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
（
※
小
学
生
に
つ
い
て
は

午
後
３
時
ま
で
）
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
小
学
３
年
生
未
満
の
子

ど
も
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同
伴
で

利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
天
候
・

プ
ー
ル
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
等
に
よ
り

開
放
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

白
浜
町
営
日
置
プ
ー
ル

　
　
　
　

監
視
員
の
募
集
に
つ
い
て

拠
点
公
民
館
教
室
紹
介

和
太
鼓
教
室
（
三
舞
）

　

こ
の
教
室
は
、
奈
良
県
香
芝
市
の

木き

原は
ら

美み

津つ

子こ

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

毎
月
第
４
土
曜
日
、
午
後
７
時
か
ら

み
ま
い
荘
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
14
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

５
月
17
日
に
は
今
年
度
の
開
講
式
を

行
い
ま
し
た
。
小
学
生
も
い
っ
し
ょ

に
、
体
力
を
使
う
和
太
鼓
を
、
汗
を

か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
叩
い
て
い
ま

し
た
。

健
康
講
座
（
滝
家
庭
学
級
）

　

滝
家
庭
学
級
は
、
５
月
28
日
に
、

日
置
川
事
務
所
地
域
振
興
課
健
康
福

祉
係
の
保
健
師
を
講
師
に
迎
え
て
、

認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　

人
間
の
能
力
の
最
高
時
は
18
歳

で
、
そ
れ
以
後
は
老
化
が
進
む
が
、

老
化
を
加
速
さ
せ
る
き
っ
か
け
は
、

病
気
や
退
職
、
別
れ
な
ど
、
人
生
の

大
き
な
で
き
ご
と
や
生
活
の
大
き
な

変
化
が
あ
っ
た
と
き
で
、
認
知
症
は

初
期
の
段
階
は
予
防
で
き
る
こ
と
な

ど
、
説
得
力
の
あ
る
内
容
に
、
参
加

者
一
同
納
得
し
た
様
子
で
、
感
心
し

た
り
、
う
な
ず
い
た
り
満
足
し
た
様

子
で
し
た
。

　

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
、
参
加
者
一
同
元
気
で
過
ご
す
こ

と
を
確
認
し
た
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。
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　夏がやってきました！！

　子どもたちは、夏休みが始まります。

　「自由研究、何にしよう」「今年はどんな本、読もうかな」

など、子どもたちが迷っているようなら「図書館に行って聞

いてみたら」と、声をかけてあげてください。図書館にはい

ろいろな本が揃っています。ほんのちょっとしたことで子ど

もたちの世界は広がります。そのきっか

けをつくるのは大人の役割です。

　子どもたち同士でわいわいがやがや

と探したり、「おばちゃん、どんな本が

ええ？」と聞いて来たり、図書館の夏の

一風景です。

　皆さんもぜひお越しください。

《夏休み連続おはなしの日》

　皆さんに楽しいおはなしの世界を知ってもらおうと、
地域のボランティアの方々の協力を得て開催します。

８月６日（水）～１０日（日）

・本　　館　午前１０時３０分～
・富田分室　午前１０時３０分～

７月の行事

　☆おはなし玉
たま

手
て

箱
ばこ

　　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　　７月５日・１２日・１９日・２６日

　☆巡回図書

　　北富田小学校　７月９日（水）

　☆しらはま子どもの本の会例会

　　７月１７日（木）午前１０時～　 本  館
　　テキスト：田中清代の絵本
    　　　　　　＊テキストは本館においてあります。

本をよもう
　図書館だより

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

●児童館の教室を紹介●

　「スポーツ教室」

　５月２４日、スポーツ教室がスタートしました。

　１学期は「スーパードッジボール」をメインに練習です。

お父さんやお母さんもいっしょに入って楽しくゲーム。みん

な一生けんめいに、汗を流しながらドッジボールを楽しんで

いるよ。

　ドッジボールにチャ

レンジしてみたい人 !!

今からでも参加できる

よ。

　やってみたい人は児

童館（℡ 45-2117）ま

で連絡してね☆

　み～んな 大きく おいしく なあれ！

　「親子で楽しく野菜づくり」

　６月初旬、富田橋下の親子農園は、夏野菜がぐんぐん成長

しています。

　「ミニトマト」は小さな黄色い花がたくさん咲いて、緑色

の実が赤くなる日を待っ

てるよ。

　「キュウリ」のつるも、

どんどん伸びて、５㎝ぐ

らいの小さなきゅうりの

子どもたちが、たくさん

なっているよ。

　サラダにするとおいしい「水菜」は、まだまだ小さいけれ

ど、間引いて食べられるぐらいです。みんなでがんばってお

世話をしているよ。

　収穫がとってもが待ち遠しいね。
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

円
月
俳
句
会

　

落
葉
や
水
平
線
を
赤
く
染
め　
　
　
　

賢け
ん

七し
ち

　

海
び
ら
き
銀
砂
に
踊
る
フ
ラ
ダ
ン
ス　

か
め
乃の

　

海
開
き
紀
の
山
並
光
り
け
り　
　
　
　

綾あ
や

子こ

　

花
の
下
西
行
句
碑
を
な
ぞ
り
よ
む　
　

常つ
ね

代よ

　

丹に

の
鳥
居
ま
ぶ
し
桜
の
ま
だ
七
分　
　

榮
さ
か
え

　

春
の
山
万
華
鏡
あ
り
迫
り
来
る　
　
　

ま
さ
恵え

　

春
光
を
浴
び
て
見
上
げ
る
天
守
閣　
　

て
る

　

母
の
日
や
若
き
母
の
日
な
つ
か
し
む　

葉よ
う

子こ

　

春
立
ち
て
声
輝
き
し
下
校
の
子　
　
　

美み

ゆ
き

　

す
べ
も
な
く
牡
丹
花
び
ら
重
ね
散
る　

美み

代よ

枝え

椿
園
湯
の
花
句
会

　

蕗
の
葉
の
重
な
り
合
っ
て
影
一
つ　
　

松ま
つ

村む
ら

茂し
げ

子こ

　

一
方
杉
登
る
坂
道
若
葉
風　
　
　
　
　

楠く
す

本も
と

八や

千ち

代よ

　

豆
ご
飯
ふ
る
さ
と
や
さ
し
母
の
味　
　

田た

島し
ま

梅う
め

野の

　

濃
く
淡う
す

く
四
方
の
山
々
緑
立
つ　
　
　

伊い

藤と
う

み
き

　

う
つ
ぎ
咲
く
熊
野
古
道
へ
吟
行
す　
　

山や
ま

本も
と

健け
ん

二じ　

　

白
や
黄き
い

の
花
に
蝶
舞
ふ
土
手
長の
ど

閑か　
　

鳥と
り

渕ぶ
ち

晃あ
き

利と
し

山
蕗
句
会

　

冷ひ

や
奴
や
っ
こ

に
そ
え
る
一ひ
と

葉は

の
さ
ん
し
ょ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

君き
み

子こ

　

新
し
き
簾
す
だ
れ

の
匂
ふ
厨
く
り
や

か
な　
　
　
　
　

道み
ち

子こ

　

蕗
の
皮
剥
い
だ
証
し
の
指
の
色　
　
　

幸こ
う

杉す
ぎ

　

田
植
え
女め

の
合
掌
す
る
や
野
辺
送
り　

よ
し
お

　

今こ

年と
し

竹だ
け

伸
び
ゆ
く
音
の
聞
こ
え
け
り　

守も
り

一か
ず

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
財
政
課
広

報
担
当
ま
で
。

わがやのスター
『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場企画財政課広報担当まで）

【白浜町堅田　在住】

杉
すぎ

 本
もと

　杏
あん

 吏
り

 ちゃん

		  　（平成１８年６月２７日生まれ）

（パパ・ママ メッセージ）

元気に育ってね！

		  　　　　父　良太さん・母　花菜さん



広
報
し
ら
は
ま 

７
月
号
№ 29

■
編
集
・
発
行

　

白
浜
町 

企
画
財
政
課 

企
画
係　

℡
０
７
３
９
・
４
３
・
５
５
５
５
（
代
）

　

〒
６
４
９
ー
２
２
１
１　

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地

http://www.town.shirahama.wakayama.jp

　椿小学校は明治５年に開校し、１３６年の歴史があ

ります。現在の校舎はＪＲ椿駅の近く、三方を山に囲

まれた清閑な地にあり、校庭に出ると小鳥のさえずり

が聞こえ、春は桜、そして若葉、秋は紅葉、冬は梅・

椿と、季節の花々に彩られています。

　校訓「きよく・あかるく・たくましく」は昭和４０

年に、昭和４２年には現在着用している紺色の制服が

制定され、現在に至っています。

　校訓の「きよく」は「濁りけが無く澄んでいること、

道徳的に正しいこと」、「あかるく」は「光が充分あり

物がよく見えること、よく知り精通していること、性

格が明朗であること」、「たくましく」は「体が頑強で

あること、意志が強くどのような障害にもくじけない

こと」という意味があります。

　この校訓のもと、子どもたちは素直で人なつこく、

休み時間になると学年の枠を超えて仲良く遊んでいま

す。与えられた仕事や課題に誠実に取り組み、授業は

もとより、朝のドリルタイム、業間運動等、個々に目

標を持って力一杯がんばっています。

　また、保護者や地域の方々には教育活動を良くご理

解いただき、登下校の見守りはもとより、クラブ活動

をはじめ様々な場面でご協力をいただいています。

　今まで培ってきた教

育を基に、より充実し

た授業、子どもたちが

切磋琢磨し、鍛え合

い、一人ひとりが輝く

授業展開に取り組むこ

とで、校訓により迫り

たいと考えています。

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

椿小学校
（白浜町椿：児童数３７人）

【お年寄りとの交流活動（椿園）】

「白良浜等喫煙及び

　ごみ等のポイ捨て禁止条例」

町民みんなで、美しい白良浜を守っていきましょう。

７月１日、
  スタート！


